


が頭をもたげたこともあって、 次の条件が

満たされれば、 行きますと答えてしまった。

条件は、 私の先約の日程が変えられること、

ビジネスを使わせてもらえること， 若い人

の同行が許されること、 の3条件である。

同行する若い人としては、 私のゼミ出身の

辰口直子さんが、 丁度ミリアンさんが留学

生だった時、 大学院修士の学生で、 ミリア

ンさんのお世話係をしていたこともあり、

辰口さんがご家族を説得して同行して下

さることになった。 彼女は、 一念発起して

T度栄養士の賓格を取ったところであり、

この仕事に加わるには最適だった。 話はと

んとん拍子に進行し、 9月にパラグアイ渡

航が実現することになった。

出発前には、 パラグアイについてのにわ

か勉強、 当地で頼まれている講義のパワ ー

ポイントの作成、 当地で農村婦人を相手に

行う調理実習の 内容の検討、 など多忙な

日々となった。 だが、 何よりも心配だった

のは、 私自身が当地で健康を害して周囲の

人に迷惑をかけてはいけないと言う事で

あった。 持病はないがこの年齢では、 何が

起きてもおかしくない。

2. 旅程

パラグアイは、 南アメリカの中央南部

に有り、 日本のちょうど反対側になる。 地

球を半周して行く事になる。 アメリカで乗

り換えて行く事が多いようだが、 用意され

た旅程は、 ドバイ経由だった。 ドバイで乗

り換えて、 ブラジルまで、 そこで乗り換え

て、 パラグアイの首都アスンシオンまで飛

行と乗り継ぎで36時間かかる。

このプロジェクト関係で渡航したのは、 リ
ー ダーの藤掛教授の他、 連絡係の研究員の

方やパラグアイからの留学生、 それに学生

さん十数名だった。 学生さん達とは一部目

的が違い、 別行動も多かった。

同じ航空機に乗り合わせたのは、 3名だ

った。 使用した航空会社は、 エミレー ツ航

空で、 機体の設備や機内食はとても良く、

機内は快適だったが、何しろ長かった。 時

差の関係で朝食と昼食が何度も出て、 夕食

はなかった。

ドバイの乗り換え時に仲間とはぐれて

広い広いドバイ空港を重いリュックと不

安を背負って駆け抜けるというドタバタ

もあったが、 無事パラグアイに到着した。

訪問した場所は、 首都のアスンシオン、

コロネル ・ オビエド、 ラ・コルメナ、 イグ

アスの4箇所で、 いずれもパラグアイ東部

の地域である。 都市はそれなりに現代的な

建物が建ち並ぶが、 そこを一歩外れると、

田舎の最色になる。 この地域は、 山は少な

く、 林と草原、 赤土の平野だった。 国道は

きれいに舗装されているが、 側道は土ので

こぽこ道が多かった。 道の両側は広々と草

原が続いており、 沢山の牛が放牧されてい

た。 国道を牛がゆっくりと歩き、 その脇を

車が走り抜けていた。 人間も牛も何も違和

感を持っていない。

< 国道を歩く牛 >
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宿泊したホテルは、 深夜に到着した首都

アスンシオンや、 コ ルメナ、 イグアスのホ

テルは日系の方の経営するホテルで、 パラ

グアイでは良いホテルにランクされると

ころであった。 が、 その設備は、 数十年前

の日本を思い出すようなもので、 停電が起

きたり、 シャワ ーの湯が途中で水になった

りした。 ホテルの名称も「富士見旅館」（今

は富士見ホテルともいうらしい）とか「民

宿小林」とか、 ちょっと懐かしいものだっ

た。

訪問地間の移動は長時間だったが、 全て

借り上げた乗用車で、 景色を眺めながらの

楽しいものとなった。

3. 行事

パラグアイでの行事は、 数種類あった。

まず、 オビエド市にあるカグアス国立大学

を訪問し、 横浜国立大学との大学間協定の

調印式に出席した。 私の役目は、 ご挨拶と

講義で、 日本の食生活について、 その政策

や現状について話をした。 公用語は、 スペ

イン語とグアラニ ー語であり、 私はスペイ

ン語は全く話せないので当地の日系女性

の方が通訳をして下さった。

牒村婦人に対する講習は、 私と辰口さん、

それに駆けつけてくれたミリアンさんも

加わって行った。 健康的な食事の組み合わ
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<パラグアイのフ ードガイド>

せの話や衛生的な手洗いの方法、 それにき

な粉を使ったクッキーの実習を行った。

食事の組み合わせについては、 パ ラグア

イのフ ードガイドがあるので、 それも使い

ながら基礎的な栄養の話をした。 きな粉の

クッキーについては、 大豆が非常に沢山摂

れる国（生産蓋世界第5位）でありながら、

それらは油の原料や飼料に使われ、 多くは

輸出されていることが分かった事から、 大

豆を直接利用する加工食品の作り方を広

めたいと考えたからである。

<実習を行った調理室外観と内部>

この講義・実習を行ったのは2箇所で、 1

箇所はオビエドの郊外で、 これから本プロ

ジェクトの活動として農村婦人に講座を
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乳製品や果物・野菜は店頭では十分見る

ことができたし、 私の食べた食事では、 サ

ラダなどは十分出されていたが、 日系の方

の話では；野菜は高くて食べにくいとも聞

いた。 味付けは、 強烈で、 その塩分の摂取

蘊や砂糖の消費盤は非常に多いと思わ れ

る。 ただ、 今回は塩分計や糖度計を持参し

なかったので、 測定できなかったし、 日本

で行っているような栄養調査のデーター

も手に入らなかったので詳しくは分 から

なかった。

肉や炭水化物の消費量が非常に多く、 味

付けが非常に濃い事から、 決して健康的な

栄養摂取状態とは言えないと思われるが、

平均寿命は割合に長く、 男女平均で78歳

で世界的には短い方ではない。 これは、 マ

テ茶を飲む習慣のためではないかと言わ

れている。

マテ茶は、 モチノキの葉っばに、 好みで

いろいろな薬草を混ぜて粉砕したものに

熱湯を加えた飲み物で、 パ ラグアイの人は、

水筒のようなテレという容器を持ち歩い

て飲んでいる。 マテ茶は多くのポリフェノ

ール類を含んでおり、 癌の予防効果、 高血

圧の予防効果や痩身効果等の有用な生理

効果があると言われ、 いろいろな国で研究

が進められている。

<道ばたで売っているマテ茶>

5. この旅で感じたこと。

この年齢になって思いがけず参加する

ことになった今回の旅は、 非常に貴重な体

験であった。 藤掛教授や若い方々がこのよ

うな活動を精力的に進めている事に感銘

を受け日本の未来に頼もしさを感じ、 うれ

しかった。

その他に、 私の心には、 次の2点が残っ

た。

生活の合理化・箇便化はどこまで必要

か：第二次世界大戦の後、 荒廃の中から立

ち上がった復興・高度成長の時に、 子ども

時代、青春時代を過ごして、 日本の近代化、

経済成長を実感しながら生き、 今やそれが

当然のことになっている私にとっては、 昔

の生活をまざまざと思い出す得難い機会

となった。 経済発展や、 科学の進歩がいか

に私たちの生活を豊かにし、 快適にしてい

るかを実感したが、 同時に、 パ ラグアイの

自然と隣接した暮らしに接して、 今の自分

がいかに自然を忘れる生活をしているか

をひしひしと感じて、 便利さや快適さと引

き替えに、 自然のめぐみの人間の心を和ま

せる大切なものを失ってしまっているこ

とへの疑問を再度強くした。

科学の進歩で生活が合理化されることは、

安全や貧困•生活上の困難を解決するため

に欠かすことができないが、 その進歩をど

こまで享受 するのが本来の人間の生活に

とって必要な事なのかを考えなくてはな

らない。

食生活の伝統を守ること：日系の人々の

暮らしの中に多くの和食が受け継がれて

いたことに感銘を受けた 。 パ ラグアイに日

本人が移民してから80年がたち、 3代目

の若者が活躍し、4代目の子ども達がいる。

その中で和の食べ物が生き続けている。 人
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［ 理事候補者及推薦者の募集 ］ 
理事会選挙の時期が近づいてまいりま

した。6月に理事12名のうち半数の6 名
を改選する選挙を実施いたします。

次期理事に立候補される方及び推薦さ
れる方がいらっしゃいましたら、5月 31
日までに学会事務局までお知らせ下さい。

なお、次年度も継続する理事は次の6
名です。 尾嶋由紀子、川井ルリ子、神田
由紀、 薩本弥生、瀧川美樹、中野恵子。

（敬称略）
ヽ

会費納入のお知らせ

ヽ

ノ

会費末納分のある会員の方には、 振込
用紙を同封させていただきました。 入金
いただきますよう、 よろしくお願いいた
します。 会報が届く前に既にお振 り込み
いただいていましたらご容赦ください。

なお、不明な点がある場合には、会計
担当までお問い合わせください。

会計担当 中野恵子 03-3750-766 9

/

‘

 

理事会便り

ヽ

ノ

寒かった冬が嘘のように桜前線は日本
列島を駆け抜け、春本番となりました。 ゴ

ールデンウイ ー クも間近ですね。
さて、2月17 日、3月 25日、4月 22日に
第4~6回理事会を行ないました。 理事会
は年8回程度行なわれますので中間点を
過ぎ後半に入りました。 8月に開催する第
30回大会に向けて、日程・開催場所・講
演会などの検討、理事選挙について話合い
が行なわれました。 この他にIFHEやA

RAHE関連事項の検討・報告、皆様から
いただいている年会費の確認、そして会報
等の内容確認•印刷と発送作業があります。
毎回、 盛りだくさんの内容と作業ですが、
効率よく進められていきます。次の理事会
からは、主に大会開催に向けて細部の検討
や作業が行なわれます。 大会開催日は8月

18日（士）となりましたので、皆様、是非
予定に入れておいてください。

（尾崎由紀子）
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編集後記

ヽ

ノ

今号の特集は、横浜国立大学名誉教授
渋川祥子先生にお願いいたしました。

先生は1971年から2002年まで、 横浜
国立大学に勤務されていました。現在は、
浅間町のご自宅を改築され、 キッチンを
お持ちです。 キッチンでは卒業生を中心
にいろいろな方が、先生を囲んで調理を
しています。 「 どなたでもウエルカムです
ので、 連絡をして、いらしてください。」
とのことでした。

渋川先生メ ールアドレス
s_sibukawa@ybb.ne.jp 

（中村直美）
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